

























                                                   



























                                                   








第 1章? 広島県福山市山野町の「キラリやまの」の立ち上げ 
 
1-1広島県福山市山野町の現状 
? 広島県福山市山野町は、福山市の北部に位置し、平成 30 年 6 月末で世帯数 331 戸（349
戸? 25年 7月末）、人口 638人（741人? 25年 7月末）の町である（平成 30年 9月末時点）。
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 1-2? 「キラリやまの」の設立経緯 
? 「キラリやまの」の設立経緯は、小林正和（2007）3に詳しく書いているが、簡単に述べ
てみたい。 
? 福山市山野地区の住民は、平成 18年 2月にＪＡ福山市山野支店が廃止となることを聞き、












表１「キラリやまの」の運営状況? 比較表（平成 18年開店から 29年の閉店まで） 
                                                   
3 「住民ボランティアによるスーパー立ち上げから学ぶ地域活性化の取り組み－「キラリや





? 福山市山野地区の住民は、平成 18年 2月にＪＡ福山市山野支店が廃止となることを聞き、












表１「キラリやまの」の運営状況? 比較表（平成 18年開店から 29年の閉店まで） 
                                                   
3 「住民ボランティアによるスーパー立ち上げから学ぶ地域活性化の取り組み－「キラリや
まの」開店のケース－」小林正和（2007）、『福山大学経済学論集』第 32巻第 1号、pp.139-153 
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地元住民によるスーパーマーケット「キラリやまの」の挫折
 ? 開店前準備 開店期日 平成18年8月 平成18年8月 平成18年8月
準備期間 5か月 5か月 5か月
きっかけ ＪＡ福山市山野支店スーパーの閉鎖 ＪＡ福山市山野支店スーパーの閉鎖 ＪＡ福山市山野支店スーパーの閉鎖
準備団体 ＪＡ福山市山野支店女性部 ＪＡ福山市山野支店女性部 ＪＡ福山市山野支店女性部
? 補助金 補助金 「福山市提案型まちづくり事業」100万円/1回 「高齢者おでかけ支援事業」65万円/年間 「高齢者おでかけ支援事業」65万円/年間
　　　　　「ふくやまの魅力づくり事業」）
他の助成 家賃 無料（ＪＡ福山市） 家賃 無料（ＪＡ福山市） 家賃 無料（ＪＡ福山市）
電気代 無料（中国電力） 電気代 無料（中国電力） 電気代 6万円/年（中国電力）
駐車場 無料 駐車場 無料 駐車場 無料
税理士費用 無料 税理士費用 36万円/年 税理士費用 36万円/年
? 活動拠点 施設の規模 施設面積 75ｍ2 施設面積 75ｍ2 施設面積 75ｍ2
・施設 利用方法 店舗の時間 平日：9時～16時、土・日・祭り：休み店舗の時間 平日：9時～16時、土・日・祭り：休み店舗の時間 平日：9時～16時、土・日・祭り：休み
（最初は平日9時～18時、 （最初は平日9時～18時、 （最初は平日9時～18時、
　　　　　土・日は8時～12時） 　　　　　土・日は8時～12時） 　　　　　土・日は8時～12時）
定休日 なし（正月12/29～1/10）、 定休日 なし（正月12/29～1/10）、 定休日 なし（正月12/29～1/10）、
　盆（8/14～17）（最初は毎週水曜日） 　　　土・日は8時～12時） 　　　土・日は8時～12時）
店舗の集客 高齢者への宅配：注文は電話受付 高齢者への宅配：注文は電話受付 高齢者への宅配：近年住民減少で売上減
　確保 スタッフによる惣菜、弁当販売： スタッフによる惣菜、弁当販売： スタッフによる惣菜、弁当販売：
好評で近隣から注文多い 好評で近隣から注文多い 近年住民減少で売上減
地元農家の地産品の販売 地元農家の地産品の販売 地元農家の地産品の販売
ふれあい広場 なし なし なし
事務局 「キラリやまの」の事務室 「キラリやまの」の事務室 「キラリやまの」の事務室
役割：店舗運営 役割：店舗運営 役割：店舗運営
? 利用者特性 売上等 売上 15万円／日 売上 10万円／日 売上 4～5万円／日（4年前の半分程度）
※創業より約120名程度亡くなる ※創業から240～250名程度亡くなる
地域住民数 956人（平成17年4月末） 741人（平成25年7月末） 638人（平成30年6月）
? 施設の運営 運営状況 管理方法 地元女性会のボランティア 管理方法 地元女性会のボランティア 管理方法 地元女性会のボランティア
・経営状況 管理者 門田美枝子代表以下5人（カギ当番） 管理者 門田美枝子代表以下5人（カギ当番） 管理者 門田美枝子代表以下5人（カギ当番）
スタッフ 40人　　300円/時間 スタッフ 25人　　300円/時間 スタッフ 25人　　300円/時間
平均年齢61歳、全員女性 平均年齢68歳、全員女性 平均年齢72歳、全員女性




地産品 地元の農家から直接搬入 地産品 地元の農家から直接搬入 地産品 地元の農家から直接搬入
食材 卸業者からの仕入れ 食材 卸業者からの仕入れ 食材 卸業者からの仕入れ
















出典：福山市南部生涯学習センター（平成 23 年 3 月）「施設立上げまでの経緯について等」
（平成 25 年 3 月）と門田氏インタビュー（平成 30 年 5 月）をもとに著者作成 
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 第 2 章? 「キラリやまの」の閉店に至った理由 
 
表２? 「キラリやまの」の運営状況の変遷 
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駐車場 無料 駐車場 無料 駐車場 無料
税理士費用 無料 税理士費用 36万円/年 税理士費用 36万円/年
店舗の集客 高齢者への宅配：注文は電話受付 高齢者への宅配：注文は電話受付 高齢者への宅配：近年住民減少で売上減
　確保 スタッフによる惣菜、弁当販売： スタッフによる惣菜、弁当販売： スタッフによる惣菜、弁当販売：
好評で近隣から注文多い 好評で近隣から注文多い 近年住民減少で売上減
売上・住民 売上 15万円／日 売上 10万円／日 売上 4～5万円／日（4年前の半分程度）
地域住民数 956人（平成17年4月末） 地域住民数 741人（平成25年7月末） 地域住民数 638人（平成30年6月）
※開店より約120人程度亡くなる ※開店から240～250人程度亡くなる
運営状況 スタッフ 40人　　300円/時間 スタッフ 25人　　300円/時間 スタッフ 25人　　300円/時間
平均年齢61歳、全員女性 平均年齢68歳、全員女性 平均年齢72歳、全員女性
レジ部門 レジ購入業者からの指導 レジ部門 自分達で実施 レジ部門 自分達で実施
商品の陳列、仕入れ業者からの指導 商品の陳列、仕入れ自分達で実施、視察等も行う 商品の陳列、仕入れ自分達で実施、視察等も行う








出典：福山市南部生涯学習センター（平成 23 年 3 月）「施設立上げまでの経緯について等」
（平成 25 年 3 月）と門田氏インタビュー（平成 30 年 5 月）をもとに著者作成 
 
ここで「キラリやまの」の大きく変わったところをまとめたものが、表 2 の「キラリやま




? 福山市の助成金は、開店時は 1 回だけの「福山市提案型まちづくり事業」があったが、そ
の後「高齢者おでかけ支援事業」で毎年 65 万円の補助を受けている。 
（２） 他の助成 
? 他の助成としては、ＪＡ福山市から家賃無料、中国電力からは電気代を現在年間 6 万円を
支払っているが、それまで無料であった。特に大きな金額で痛手だったのは税理士費用であ
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地元住民によるスーパーマーケット「キラリやまの」の挫折
 （４） 売上・地域住民数 
? 売上は、開店時は一日 12万円だったものが、平成 25年には一日 10万円となり、最後に
は 4～5万円とかなりの減少となった。 
? また地域住民数は、平成 17年 4月末では 956人だったものが、閉店する平成 30年 6月
末では 638人と大幅に減少している。 
（５） 運営状況 
? スタッフの人員は、開店時は約 40人、その後 25人で運営を行っていた。しかし平均年齢





































































・「キラリやまの」の運営状況? 比較表（平成 18年開店から 29年の閉店まで） 
福山市南部生涯学習センター（平成 23 年 3 月）「施設立上げまでの経緯について等」（平成
25年 3月）と門田氏インタビュー（平成 30年 5月）をもとに著者作成 





・インタビュー? キラリ山野代表「門田美枝子」氏? 平成 30年 5月 15日 
・「キラリやまの」外観等写真? 著者撮影? 平成 30年 5月 15日 
 
 
Failure of “Kirari Yamano”-the supermarket by local inhabitants 
Masakazu KOBAYASHI 
“Kirari Yamano”-the supermarket by local inhabitants in Yamanocyo, Fukuyama-shi,  
Hiroshima opened in August,2008.However, it closed in October,2017.Because aging and 
the depopulation of local inhabitants advanced, and moreover, JA supermarket 
disappeared at last, the supermarket by local inhabitants opened. Why would it close 
this time? We may understand the reason if we examine the administration situation 
until closing it since opening of it. 
We interviewed Monden who is the representative this time. He spoke the reasons that it 
closed. He answered that there were many factors caused by aging of salespersons, lack 
of successor and sales decrease by the population decline. 
However, we will open interchange facilities “Oyama Café” for the intention that we want 
to leave local alternating current for in future. We think the significance of having  
still continued to plan the interchange between inhabitants in a depopulated town is big. 
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地元住民によるスーパーマーケット「キラリやまの」の挫折
